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身延町 町長

望
もちづき

月 幹
み き や

也

謹んで新春のお慶びを申し上げます
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
令
和
８
年
の
輝
か
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
本
町

の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
、

交
流
人
口
の
増
加
に
大
い
に
期
待
で
き
る
施
設
と

イ
ベ
ン
ト
が
加
わ
り
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
展
開

さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

４
月
18
日
に
「
道
の
駅
に
し
じ
ま
和
紙
の
里
か

み
す
き
パ
ー
ク
」
が
、
地
域
文
化
を
楽
し
む
総
合

テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
し
た
。
伝
統
工
芸
の
和
紙
の
魅
力
を
体
感
す

る
「
か
み
す
き
館
」、
地
域
の
文
化
が
交
流
す
る

「
ふ
れ
あ
い
館
」、
山
梨
の
風
土
を
味
わ
う
「
た
べ

も
の
館
」
な
ど
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、新
た
な
観
光・交
流
拠
点
と
し
て
賑
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
昨
年
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
「
み

の
ぶ
ま
つ
り
」
に
代
わ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
新

た
に
「
み
の
ぶ
フ
ェ
ス
」
が
、
10
月
18
日
に
晴
天

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
は
町
内
の
道
の
駅
や
ゆ
ば
の
里
、
更
に
あ

け
ぼ
の
大
豆
産
地
フ
ェ
ア
な
ど
各
所
で
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
と
包
括
的
に
連
携
し
、
来
訪
者
に
「
身

延
の
秋
」
を
十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　
　
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？

今
年
の
抱
負
を

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

町
民
の
皆
様
へ

一
言
お
願
い
し
ま
す

の
魅
力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
、

イ
ベ
ン
ト
が
加
わ
り
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
が
展
開

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

「
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た

育
っ
て

よ
か
っ
た

住
ん
で
よ
か
っ
た

身

延
町
」
を
目
指
し
、
安
ら
ぎ
と
活
力

に
あ
ふ
れ
た
元
気
な
町
を
作
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
だ
各
種
事
業
を

継
続
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

特
に
、
峡
南
南
部
地
域
の
医
療
体

制
に
つ
い
て
は
、
早
川
町・身
延
町・

南
部
町
医
療
事
務
組
合
を
設
置
い
た

し
ま
し
た
の
で
、
組
合
の
構
成
町
と

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

に
あ
ふ
れ
た
元
気
な
町
を
作
る
た
め
、

協
力
す
る
中
で
、
医
療
関
係
者

や
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
頂

き
な
が
ら
、
こ
の
地
域
に
お
い

て
、
将
来
に
渡
っ
て
効
率
的
で

持
続
可
能
な
医
療
体
制
の
確
保

を
目
指
し
、
町
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
言
お
願
い
し
ま
す

一
言
お
願
い
し
ま
す

日
頃
か
ら
、
町
政
へ
の
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て

実
り
の
多
い
素
晴
ら
し
い
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。
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身延町 町議会議長

伊
い と う

藤 達
た つ み

美

謹んで新春のお慶びを申し上げます
町
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
議
会
並
び
に
議
員
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
10
月
末
に
任
期
満
了
に
伴
う
身

延
町
議
会
議
員
選
挙
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
選
挙

か
ら
議
員
定
数
が
14
名
か
ら
12
名
と
な
り
ま
し
た

が
、
定
員
12
名
に
対
し
、
立
候
補
者
が
同
数
の
た

め
無
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
後
初
め
て
女
性
の
立
候
補
者
が
い

な
い
と
い
う
残
念
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
議
員
の
多
様
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
決

し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
的

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
議
員
の
な
り
手
不
足

に
つ
い
て
は
、
容
易
に
解
決
で
き
な
い
課
題
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

と
は
言
え
、
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
の
対
策

の
一
環
と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
議
員
報
酬
の

引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
ま
す
と
、

議
会
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
誠
実
に
、
町
民
の
皆
様

方
の
負
託
に
応
え
る
こ
と
で
、
議
決
責
任
を
果
た

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て

　
　
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？

町
民
の
皆
様
へ

一
言
お
願
い
し
ま
す

今
年
の
抱
負
を

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

議
会
運
営
の
最
高
規
範
で
あ
り
ま

す
「
身
延
町
議
会
基
本
条
例
」
が
令

和
元
年
10
月
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
、

6
年
以
上
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
議
会
の
活
性
化
と
議

員
活
動
の
充
実
を
図
り
、
住
民
福
祉

の
向
上
と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
も
と
、
私
達
は
こ
れ

ま
で
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
町
民
の
皆
様
方
と
意
見
交
換

を
す
る
た
め
の
懇
談
会
も
、
そ
の
内

の
一
つ
で
す
。

町
民
の
皆
様
の
声
を
直
接
お
聞
き

こ
の
条
例
は
、
議
会
の
活
性
化
と
議

の
向
上
と
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
貢

し
、
町
政
に
声
を
届
け
る
機
会

と
し
て
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
参
加
者
や
申
込
者
が
少

な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
慣
例
と
し
て
実

施
し
て
来
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、

検
証
と
更
な
る
議
論
に
よ
る
見

直
し
が
必
要
な
時
期
に
来
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
町
民
の
皆
様

に
開
か
れ
た
議
会
、
信
頼
さ
れ

る
議
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
議

会
と
し
て
不
断
の
努
力
を
貫
く

所
存
で
す
。
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施
し
て
来
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、

る
議
会
と
な
り
ま
す
よ
う
、
議

昨
年
11
月
６
日
よ
り
、
身
延
町

議
会
第
10
代
の
議
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た

伊
藤
達
美
で
す
。
議
長
と
い
う
重

責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

議
会
は
、
町
及
び
町
民
の
皆
様

の
た
め
に
、
議
員
一
人
一
人
が
自

己
研
鑽
を
行
い
、
そ
の
職
責
を
果

た
す
べ
く
鋭
意
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
に
対

し
ま
し
て
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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語り合おう、私たちのまちの未来を。語り合おう、私たちのまちの未来を。

町長を囲んで語り合おう
2025.11.12 開催

11
月
に
小
中
学
生
の
「
町
長
を

囲
ん
で
語
り
合
お
う
２
０
２
５
」

と
高
校
生
の
「
町
長
と
語
る
高
校

生
の
集
い
」
の
２
つ
の
会
を
開
催
。

未
来
の
ま
ち
を
思
い
描
き
、
子

ど
も
た
ち
の
ま
っ
す
ぐ
な
想
い
が

届
け
ら
れ
ま
し
た
。

中学生が町の観光ポスターをつくる取

り組みはどうですか？

生徒の皆さんが作成したポスターを印

刷・掲示することは可能です。

おもしろい発想なので観光課で前向き

に検討していきたいと思います。

新しく公園等をつくったりするのは、たくさ
んのお金がかかるので難しいかもしれませ
ん。身延町には「富士川クラフトパーク」や

「ヘルシースパサンロードしもべの湯」があ
りますので活用してもらえればと思います。

スポーツ設備や安全な遊具が整った、全
ての年代にやさしくて、身延町らしいイ
ンパクトのある公園をつくってほしい。

んのお金がかかるので難しいかもしれませ
ん。身延町には「富士川クラフトパーク」や

「ヘルシースパサンロードしもべの湯」があ
りますので活用してもらえればと思います。

ん。身延町には「富士川クラフトパーク」や
「ヘルシースパサンロードしもべの湯」があ
りますので活用してもらえればと思います。

ゆばの里で「ゆばづくり体験」や道の駅しもべで「味噌づくり体験」を行っています。また、各種イベントであけぼの大豆を使ったグルメを提供している時もあるのでぜひ参加してみてください。

あけぼの大豆など特産品に関わる体験をしたり、食べたりする取り組みをする。

身延町にも働き手を求めている会社は多
くあります。また、高速道路の整備が進み、
車で通勤できる範囲も広がってきていま
す。皆さんが社会人になった時にはぜひ
身延町に住んで町内外に通勤してもらえ
ればと思います。

働くことができる会社を増やしてほしい。

車で通勤できる範囲も広がってきていま
す。皆さんが社会人になった時にはぜひ
身延町に住んで町内外に通勤してもらえ
ればと思います。

車で通勤できる範囲も広がってきていま
す。皆さんが社会人になった時にはぜひ
身延町に住んで町内外に通勤してもらえ
ればと思います。

ゆばの里で「ゆばづくり体験」や道の駅しもべで「味噌づくり体験」を行っています。また、各種イベントであけぼの大豆を使ったグルメを提供している時もあるのでぜひ参加してみてください。

あけぼの大豆など特産品に関わる体験をしたり、食べたりする取り組みをする。
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ゆばの里で「ゆばづくり体験」や道の駅しもべで「味噌づくり体験」を行っています。また、各種イベントであけぼの大豆を使ったグルメを提供している時もあるのでぜひ参加してみてください。

あけぼの大豆など特産品に関わる体験をしたり、食べたりする取り組みをする。
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町長と語る高校生の集い

広報みのぶ　１月号　No.2565

語り合おう、私たちのまちの未来を。

2025.11.30 開催

中学生が町の観光ポスターをつくる取

り組みはどうですか？

生徒の皆さんが作成したポスターを印

刷・掲示することは可能です。

おもしろい発想なので観光課で前向き

に検討していきたいと思います。

若者からお年寄りまで楽しめる町独自

のイベントを開催してほしい。中学生

も運営に参加したい。

青少年育成身延町民会議では年間を通し

て様々なイベントを企画・開催していま

す。中学生の皆さんも一緒に企画・運営

してみませんか？（身延町民会議より）

中学生が町の観光ポスターをつくる取

り組みはどうですか？

生徒の皆さんが作成したポスターを印

刷・掲示することは可能です。

おもしろい発想なので観光課で前向き

に検討していきたいと思います。

て様々なイベントを企画・開催していま

す。中学生の皆さんも一緒に企画・運営

語り合おう、私たちのまちの未来を。

SNS を活用して町の魅力をもっと発信
したらいいと思う。

町でも観光課のインスタグラムやみのワ
ンの X 等での発信に力を入れています
が、皆さんのような若い世代も観光大使
になったつもりで、どんどん魅力を発信
してもらえればと思います。してもらえればと思います。してもらえればと思います。

A. 地域住民同士の交流がある町であってほしい。

コロナ禍を経験する中で、地域での交流が減ってし

まったが徐々にお祭などが復活しつつあります。それ

でもお神輿の担ぎ手がいない等、担い手不足で大変な

地域もあります。皆さんのような若い世代が地域行事

や伝統芸能に積極的に参加してもらって、地域を盛り

上げていってもらいたいです。

Q. 将来どんな町であれば住み続けたいと思いますか？

て様々なイベントを企画・開催していま

す。中学生の皆さんも一緒に企画・運営

してみませんか？（身延町民会議より）

が、皆さんのような若い世代も観光大使
になったつもりで、どんどん魅力を発信

て様々なイベントを企画・開催していま

す。中学生の皆さんも一緒に企画・運営

してみませんか？（身延町民会議より）

A. 地域住民同士の交流がある町であってほしい。

コロナ禍を経験する中で、地域での交流が減ってし

まったが徐々にお祭などが復活しつつあります。それ

でもお神輿の担ぎ手がいない等、担い手不足で大変な

地域もあります。皆さんのような若い世代が地域行事

や伝統芸能に積極的に参加してもらって、地域を盛り

上げていってもらいたいです。

Q. 将来どんな町であれば住み続けたいと思いますか？

A. 地域住民同士の交流がある町であってほしい。

コロナ禍を経験する中で、地域での交流が減ってし

まったが徐々にお祭などが復活しつつあります。それ

でもお神輿の担ぎ手がいない等、担い手不足で大変な

地域もあります。皆さんのような若い世代が地域行事

や伝統芸能に積極的に参加してもらって、地域を盛り

上げていってもらいたいです。

Q. 将来どんな町であれば住み続けたいと思いますか？



身延町に関する様々な出来事をお届け

地域の話題や情報をお寄せください
企画政策課 広聴広報担当 ☎ 0556 - 42 - 4801

TOWN NEWS
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人のうごき

　人口

　世帯

　男性

　女性

　人口

観光Instagramや、みのワンのX（旧Twitter）・Facebookでも、
町の情報を発信しているワン♪

FacebookX（旧 Twitter）Instagram

五条ヶ丘に気球が浮かぶ

　旧下部小・中学校の校庭で、熱気球のフラ
イト体験が行われました。これは五条ヶ丘活
性化推進協議会が開催したイベントで、今回
で５回目になります。
　子どもの参加が多く、保護者と一緒に怖々
と、または笑顔で気球に乗っていました。
　参加者は「思ったよりも高くて楽しかっ
た！」「機会があれば別の季節にも気球に乗っ
てみたい」と話していました。

11月 15日　旧下部中学校

身延中新校舎　山梨県建築文化奨励賞を受賞
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　令和 7 年度山梨県建築文化賞の公共建築
物等の部門で身延中学校の新校舎が奨励賞を
受賞しました。この賞は山梨県内において、
快適な地域環境を形成し、景観上又は機能性
等に優れた建築物等を表彰するものです。
　新校舎は、教育・防災・環境・地域連携の
各側面で高水準を備え、子ども達の成長を支
える場として、地域の誇りとなる存在であり、

「温もり」と「先進性」を兼ね備えた学び舎
として高評価を得ました。

11月 19日　山梨県立図書館

おさがり交換会・ブックフェスタ

　ブックフェスタとおさがり交換会が、総合
文化会館で同時開催されました。
　町と明治安田生命が開催したおさがり交
換会では 153kg 分のおさがり品が集まり、
100kg を超える服等が次の持ち主の元へ渡
りました。
　ブックフェスタでは本や読書に関わるイベ
ントが行われ、絵本作家いしかわこうじさん
のおはなし会・ワークショップでは多くの子
どもが参加し笑顔を見せました。

11月 23日～24日　総合文化会館

令和７年12月１日現在（前月比）

（－５）

（＋４）

（＋３）

（－８）

　9,384人

　4,848世帯

　4,650人

　4,734人

広報みのぶ　１月号　No.256
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12月 5日～7日　かみすきパーク

健脚競う「修行走」開催

　身延山・七面山の険しい道のりを走り抜け
る「修行走」。今年も七面昇龍ロングコース

（40km）約 400 名、思親報恩ショートコー
ス（13km）約 450 名と、多くの選手が参
加しました。
　当日は天候に恵まれ、ランニング日和でし
た。また、どちらのコースも常に上るか下る
かの道でしたが、参加者は大きなけがもなく
無事に修行走を終えました。

11月 30日　身延山

西嶋イルミネーション２５周年

12月１日～１月３日　西嶋

　西嶋西町地区の地元住民有志による「西嶋
イルミネーション」が 25 周年を迎えました。
　１軒のお宅から始まったこのイルミネー
ションは徐々に規模を拡げ、今では約 40 軒
の家々が約 15 万球の電球で彩られています。

※見学の際は「道の駅にしじま和紙の里 か
みすきパーク」の駐車場をご利用ください。
また、住宅地のためマナーを守ってご鑑賞く
ださい。

みのワンぬいぐるみ（Mサイズ）再販

みのワン公式グッズの「ぬいぐるみ（M サ
イズ）」が 11 月より再販しました。詳細は
みのワンオフィシャルサイトをご覧ください。
■ 販売場所
　身延町役場本庁舎・身延支所・
　下部支所　各窓口
　道の駅にしじま和紙の里かみすきパーク
　道の駅しもべ　等
■ 価格　1,980 円（税込）

町内各地

和紙の魅力伝える「甲州和紙まつり」

　甲州和紙の魅力を知ってもらおうと「甲州
和紙まつり」（主催：富士川クラフトツーリ
ズム）が 3 日間に渡り開催されました。
　甲州和紙の作品展や折り染め体験等のワー
クショップ、和紙製品の販売などのブースが
並んだほか、和紙を使ったクリスマスツリー
の点灯式も行われました。また、県内高校生
による書道パフォーマンスでは躍動感溢れる
パフォーマンスに大きな拍手が送られました。

約 20cm
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12月 7日　富士川クラフトパーク

佐野 文大さん（梅平）サッカー山梨県代表に選抜

　サッカーの山梨県 U-15（15 歳以下）中
学生選抜に佐野文大さん（梅平）が選ばれ、
静岡県で開催された「U15 時之栖チャレン
ジカップ」に出場しました。これは県サッカー
協会による取り組みによるもので、9 月から
行われた紅白戦等を通して 100 人の選手の
中から 24 人が選抜され出場したものです。
　大会は１次トーナメントが１勝２敗、２次
トーナメントが２勝の結果となりました。

11月 15日～16日

いきいき百歳体操 交流研修会

11月29日　中富すこやかセンター

　町内で取り組みを始めてから 10 年目とな
る「百歳体操」の交流研修会を開催しました。
　研修会では山梨県地域密着アドバイザーの
久保田好正さんから、百歳体操を継続して行
う効果や、活動継続のためのアドバイスがあ
り参加者は熱心に耳を傾けていました。
　また、グループでの活動の様子や百歳体操
を続けていて良かったこと等の情報交換を通
し、集落の垣根を越えて交流を行いました。

県民の日記念行事で特産品をPR

　県民の日である 11 月 20 日を前に、甲府
市の小瀬スポーツ公園で「県民の日記念行
事」が開催され、身延町の特産品販売ブース
で PR を行いました。
　身延町のブースでは、ゆばの里による湯葉
製品、あけぼの大豆拠点施設によるあけぼの
大豆加工品の試食・販売等が行われ、県内外
から訪れた多くの来場客で賑わいました。

11月 16日　甲府市小瀬

第 4回「つなぐ肉球マルシェ」

　ペットと人と地域を繋ぐイベント「つなぐ
肉球マルシェ」が開催されました。これは保
護犬や保護猫の譲渡会や撮影会、ペット用品・
フードの販売等のマルシェを組み合わせたイ
ベントで今回で 4 回目の開催となります。
　このうち譲渡会では保護犬 2 匹、保護猫
18 匹が参加し、多くの来場者が出会いを求
めて触れ合いました。

前列右から２番目
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税務課から

　法人や個人事業主が、その事業のために用いることができる機械・器具・備品などの事業用資産は、固
定資産税の対象となります。このような資産をお持ちの方は、１月１日現在の所有資産について、町へ申
告していただく必要があります（地方税法第 383 条）。

　　（郵送や eLTAX による電子申告　　　　　で提出していただくことも可能です。）

　【提出期限】２月２日（月）
【提 出 先】本庁舎税務課、下部支所、身延支所

お 知 ら せ
1 月は償却資産の申告月です

■ 問い合わせ先
税務課 資産税担当

　☎ 0556-42-4803

太陽光発電設備も償却資産の申告の対象です

過疎法による固定資産税課税免除を受けられる場合があります

　法人や個人事業主が、売電事業のために太陽光発電設備を所有している場合や、太陽光発電で発電した
電力を工場、店舗、事務所などで事業のために使用している場合は、売電の有無や発電容量にかかわらず、
償却資産申告が必要です。
　個人（太陽光発電以外の事業を営んでいない方）の太陽光発電設備の場合には、10 ｋｗ以上の全量売
電のものは、事業用の資産となりますので、償却資産申告が必要です。

　製造業、情報サービス業、農林水産物等販売業、旅館業の４業種のいずれかを営む方（青色申告を行う
個人・法人）が事業年度毎に 500 万円以上（製造業・旅館業においては、資本金が 5,000 万円超１億円
以下の場合 1,000 万円以上、資本金が１億円超の場合 2,000 万円以上）の設備投資を行った場合、申請
を行っていただくことで設備投資の対象となった資産の固定資産税が最大３年間免除されます。免除の詳
しい要件や申請期限については、お問い合わせください。

太陽光の売電収入についても申告が必要です
　太陽光発電設備を設置し、発電した電力を売った収入や所得は、発電容量の大小にかかわらず、法人税、
所得税または住民税の申告の対象です。
　個人の場合は、令和７年１月～ 12 月の売電収入の合計から、減価償却費やソーラーローンの利息、固
定資産税などの必要経費を引いたあとの金額が 20 万円を超えた場合は所得税の確定申告、20 万円以下
の場合は住民税の申告をしてください。
　申告の際には、太陽光発電の設備費用、毎月の売電収入の明細、年間の総発電量、年間の総売電量など
の金額や数値から所得を計算していただくことが必要です。申告に備えて、必要な書類などの準備をお願
いします。

　正当な理由がなく上記の申告をされなかった場合や、実際より少ない金額で申告された場合には、
法令に基づき、固定資産税・町県民税・所得税・法人税などに関する税務調査の対象となる場合が
あります。また、法令に基づき過料・延滞金・加算金（加算税）などを町・県・国へ納付していた
だく場合がありますので、適正な申告を行っていただくようお願いいたします。

ご注意ください！！



広報みのぶ　１月号　No.256 10

■ 問い合わせ先
　 税務課 住民税担当
　 ☎ 0556-42-4803

 確定申告の相談日程について
　令和８年２月 16 日（月）から所得税、町県民税、国民健康保険税の申告が始まります。
　日程については下記のとおりとなります。受付会場の混雑を避けるため、昨年に引き続き対象地区を指
定させていただきました。皆様のご協力をお願いします。
　なお、申告に関する詳細事項は広報みのぶ２月号に掲載いたします。

　遺族年金や障害年金受給者の方、お勤め先で年末調整済の方など確定申告をする必要がない方や、
収入がなく扶養されている方は、郵送での提出が可能です。
　郵送で提出できるか判断できない場合は、２月 12 日（木）以降に税務課へ電話をお願いします。

申告書は郵送で提出できます

令和７年分　申告相談日程表
期日（土日祝日除く） 対象地区 会場

２月 16 日（月） 身延・豊岡地区

身延町総合文化会館
２階　会議室

２月 17 日（火） 下山・大河内地区

２月 18 日（水） 下山・身延・豊岡・大河内地区

２月 19 日（木） 下山・身延・豊岡・大河内地区

２月 20 日（金） 下山・身延・豊岡・大河内地区

２月 24 日（火） 下部地区
下部地区公民館
多目的ホール２月 25 日（水） 下部・古関・久那土地区

２月 26 日（木） 下部・古関・久那土地区

2 月 27 日（金） 古関・久那土地区

中富総合会館
１階　多目的室

３月２日（月） 西嶋地区

３月３日（火） 大須成・静川地区

３月４日（水） 曙・原地区

３月５日（木） 中富地区

３月６日（金） 町内全地区

３月９日（月） 町内全地区

３月 10 日（火） 町内全地区

３月 11 日（水） 町内全地区

３月 12 日（木） 町内全地区

３月 13 日（金） 町内全地区

３月 16 日（月） 町内全地区
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開 催 日 会　場 所　在　地 相 談 時 間 対 象 者（注 1）

２月３日（火） 南部町役場南部分庁舎 １階会議室 南巨摩郡南部町内船 4473-1
【午前の部】
午前 10 時～正午

【午後の部】
午後１時～
　　　午後４時

・年金受給者
・給与所得者
・小規模納税者

（注２）

２月４日（水） 身延町総合文化会館 １階メディアルーム 南巨摩郡身延町波木井 407

２月５日（木）
～９日（月）

富士川地方合同庁舎 ２階会議室 南巨摩郡富士川町鰍沢 1760-1

税理士による無料申告相談
鰍沢税務署からのお知らせ

申告書作成会場の開設期間以前に、次の日程で「税理士による無料申告相談」を実施しますのでご利用ください。

※土・日を除く

税 賞 小学校名 氏名 作品

金賞
下山 望

もちづき
月 龍

りゅうき
希 納税で作るみんなの明るい社会

学んで正しく納めよう

身延 池
いけがみ

上陽
ひ

まる くらしを支える大事なお金
みんなで知ろう税のこと

銀賞
身延 桑

く わ な
名 香

か ほ
帆 ぼくたちの笑顔をつくる税金を

正しく知って正しく納める

身延 日
ひ よ し

吉 龍
りゅうかん

寛 その税でみんなを守る社会保障
広げて行こう納税の輪

銅賞 身延清稜 小
こばやし

林 聖
せ な

心 まず知ろう税のこと
今と未来のために

賞 中学校名 氏名 作品
山梨県教育長賞 身延 山

や ま だ
田 依

い お
緒 税金はみんなの幸せのため

賞 中学校名 氏名 作品

鰍沢税務署長賞 身延 立
たちかわ

川 舞
まい 身近だからこそ考えたい、

消費税のこと

■ 中学生の税についての作文　主催：全国納税貯蓄組合連合会

■ 高校生の税についての作文　主催：国税庁

賞 小学校名 氏名

佳作

下山 古
ふるしょう

庄 陽
ひ な

奈

身延 内
ないとう

藤 舜
しゅんすけ

介

身延 望
もちづき

月エリカ

■ 税に関する絵はがきコンクール
　 主催：（社）山梨県法人会連合会
　 　　　（公社）全国法人会総連合

■ 親子で考える税に関する標語　主催：（公社）鰍沢法人会
に関する作品の
　　　　優秀作品

注１　土地、建物及び株式などの譲渡所得がある方は対象とはなりません。
注２　小規模納税者とは、事業所得、不動産所得または雑所得を有する方のうち、令和６年分の所得金額
　　　（専従者控除前または青色専従者給与及び青色申告特別控除前）が 300 万円以下の方を指します。

○ 申告書等の提出のみの場合は、鰍沢税務署に直接お持ちいただくか、郵送でご提出ください。
○ 令和７年分の税理士による無料申告相談は、混雑回避のため、オンラインによる事前申込を受け付けます。
○ オンラインによる事前申込は、令和８年１月 13 日（火）から可能と
　 なります。詳細につきましては、右記事前申込サイトを参照願います。
　 なお、電話での受付は行っておりませんので、ご注意ください。
○ 一部、当日入場整理券の配付を行いますが、無くなり次第終了となり
　 ますので、オンラインによる事前申込をご利用ください。
○ ご来場の際は、源泉徴収票など申告相談に必要な書類、スマートフォン
　 及びマイナンバーカード等をご持参ください。

【オンラインによる事前申込サイトの操作方法についての問い合わせ先】
　☎ 050-1792-4600
　（受付時間：平日午前 10 時～午後４時　※正午から午後１時を除く）

無料申告相談専用
LINE事前申込 Web事前申込

事前申込サイト

下記のいずれかのサイトから
事前申込をお願いいたします。
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一
言
助
言

■
問
い
合
わ
せ
先

※
観
光
課
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
月
・
水
・
金
）

※
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
月
〜
日
）

　
　
受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

 

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
　
☎
０
５
５
６
（
６
２
）
１
１
１
６

身
延
町
で
は
「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
等
分
か
ら
な
い
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
、「
消
費
生
活
相
談
員
」
の
国
家
資
格
を
取
得
し
た
相
談
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

ご
相
談
い
た
だ
い
た
内
容
が
、
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
事
例
〉
S
N
S
の
広
告
を
見
て
、
1
回
だ
け
だ
と
思
っ
て
約
２
千
円
の
基
礎
化
粧
品
を
注
文
し

た
。
商
品
が
届
き
、
コ
ン
ビ
ニ
後
払
い
請
求
書
兼
明
細
書
に
次
回
発
送
予
定
日
が
記
載
さ
れ
て

い
て
、
定
期
購
入
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
２
回
目
は
約
１
万
円
も
す
る
た
め
小
遣
い
で
は

支
払
え
な
い
。
解
約
し
た
い
。  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
事
者
：
高
校
生
）

●
S
N
S
の
広
告
な
ど
を
見
て
、
お
試
し
や
1
回
だ
け
の
つ
も
り
で
低
価
格
の
商
品
を
注
文
し
た

と
こ
ろ
、
２
回
目
以
降
は
高
価
格
に
な
る
定
期
購
入
だ
っ
た
、
と
い
う
相
談
が
依
然
と
し
て
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
必
ず
最
終
確
認
画
面
で
、
定
期
購
入
が
条
件
に
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
定
商
取
引
法
で
は
、
最
終
確
認
画
面
で
販
売
価
格
、
提
供
機
関
な
ど
の
重
要
事
項
を
簡
単
に
確

認
で
き
る
表
示
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。
誤
認
さ
せ
る
表
示
の
場
合
、
契
約
を
取
り
消
せ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
最
終
確
認
画
面
は
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
保
存
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
未
成
年
者
が
保
護
者
な
ど
法
定
代
理
人
の
承
諾
な
く
契
約
し
た
場
合
、原
則
と
し
て
、民
法
の
「
未

成
年
者
取
消
権
」
で
契
約
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
未
成
年
者
が
成
人
と
偽
っ
た
場
合

や
金
額
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
未
成
年
者
取
消
が
認
め
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

●
少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
ら
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
局
番
な
し

１
８
８
」
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
よ
り
）

観光
商工
【
お
試
し
や
1
回
だ
け
だ
と
思
っ
た
ら
、

定
期
購
入
だ
っ
た
！
】

「
身
延
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
」
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

随時募集中！

No.100

身 延 町 男 女 共 同 参 画 推 進 委 員 会 だ よ り

☎ 0556-42-4801問い合わせ先

男女共同参画推進委員を随時募集しています。私たちと一緒に活動してみませんか？
お問い合わせは身延町役場企画政策課 ( ℡ 0556-42-4801) までお気軽に！

　町内小中学生の家事参画への意識付けをしてもらうこと
を目的に、みのワンデザインのキッチンスポンジを配布しま
した。
　同封の台紙には、「相手のことを思いやる・自分らしさを
大切にする・協力し合う」という男女共同参画を推進してい
くうえで基本となる考えを載せています。小中学生の皆さ
んが、家庭内での男女共同参画について改めて考える機会
になればと思います。

■ 【活動報告】　小中学生へ啓発物品を配布しました！



広報みのぶ　１月号　No.25617

身延町発達障害者等支援連携協議会
～発達障害の理解と支援を広げるために～

■ 問い合わせ先
　福祉保健課 福祉担当
　（中富すこやかセンター内）
　☎ 0556-20-4611

困り事・悩み事は相談窓口まで（平日 ８：30～ 17：15）
子ども：子育て支援課 母子保健担当　☎ 0556-20-4580
大　人：福祉保健課 健康増進担当　　☎ 0556-20-4611

※上記のほかにチック・吃音障害なども挙げられます。

自閉症、アスペルガー症候群
を含む広汎性発達障害

読む、書く、計算などの
能力が、全般的な知的
発達に比べ極端に苦手

自閉スペクトラム症
（ASD）

学習症
（学習障害・LD）

注意欠如・多動症
（AD/HD）

知的障害

・不注意
（集中できない）
・多動多弁
（大人しくできない）
・考えるよりも先に行動

・生まれつきの脳機能の発達バランス
が異なることによって、得意なこと
と不得意なことの差が大きいことが
特性です。大人になってから発見さ
れることもあります。
・他人との関係づくりやコミュニケー
ションなどを苦手とする一方、優れ
た能力が発揮される場合もあり、周
りから見てアンバランスな様子が理
解されにくい現状もあります。

発達障害って何だろう？

・言葉だけでなく、視覚情報（写真や
絵など）を添えるとうまく伝わりや
すくなります。
・人混みや大きな音、光などの刺激を
苦手とする人がいます。そのような
刺激による不快感を大きくしないよ
う、安心できる環境を整えましょう。
・注意する場合は、努力している点や
うまく行っている点を肯定しながら、
失敗した点は、どのようにすればもっ
とよくなるかを具体的に伝えましょ
う。
・障害の程度や年齢・生活環境によっ
ても症状や特性は変わるため、多様
性を理解することが大切です。

どのような配慮が必要だろう？

・言語の発達の遅れ
・コミュニケーションの障害
・対人関係、社会性の障害
・パターン化した行動
・興味関心、こだわりの偏り

・乳幼児期から成人期まで、関係機関が連携し、一貫
した支援体制を構築することを目的に発足しました。
・協議会では、発達障害に関する啓発や周知、相談窓
口の設置、保育所、保育園、小中学校への巡回相談
等を実施しています。
・令和 7年 9月 16日には、第 1回身延町発達障害者
等支援連携協議会を開催しました。 ▲ 第１回協議会開催の様子

発達障害者等支援連携協議会とは？

心配なことは
相談するワン！

【それぞれの障害の特性】

13
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「令和７年分公的年金等の源泉徴収票」の発送

ご確認ください

　令和７年中に厚生年金保険、国民年金等の老齢または退職を支給事由とする年金を受け取った方に対し
て、日本年金機構から「令和７年度分公的年金等の源泉徴収票」が発送されます。
　これは、令和７年度分として支払われた年金の金額や、源泉徴収された所得税額等をお知らせするもの
です。

１. 源泉徴収票の送付について
■はがきの源泉徴収票
はがきの源泉徴収票は、令和８年１月上旬から中旬ごろにかけて順次発送されます。

■電子データの源泉徴収票
令和８年１月上旬から中旬ごろにかけて、マイナポータルの「お知らせ」に電子送付されます。
※ マイナポータルとねんきんネットの認証連携手続が済んでいる方のうち、ねんきんネット内で「電子送

付を希望する」と登録されている方に限る。

■「ねんきんネット」での源泉徴収票の内容確認
ねんきんネット」での源泉徴収票の内容の確認は、令和８年 1 月上旬から可能になります。

「ねんきんネット」の画面上から、いつでも源泉徴収票の内容の確認ができます。また、ご覧いただける
内容は、PDF ファイルで保存・印刷が可能です。

２. 源泉徴収票の再発行について

■電話での再発行
・ 本人の基礎年金番号、氏名、生年月日、住所をご準備のうえ再交付申請をしてください。
・ 源泉徴収票は、日本年金機構に登録されている本人の住所宛てに郵送されます。
・ 電話での再交付申請は、送付まで２週間程度かかりますので、急ぎの場合は近くの年金事務所または街

角の年金相談センターへご相談ください。

■直接年金事務所へ行く場合
【本人の場合】
・ 年金手帳、年金証書等日本年金機構が送付した書類
・ 本人確認ができる書類
【本人以外の場合】
・ 年金手帳、年金証書等日本年金機構が送付した書類
・ 代理人の本人確認ができる書類
・ 委任状

■「ねんきんネット」による再交付申請
マイナポータルと「ねんきんネット」の連携手続きをしている方、または「ねんきんネット」の ID を取
得している方は、「ねんきんネット」からいつでも再交付申請をすることができます。「ねんきんネット」
の登録がお済みでない方は、『「ねんきんネット」の登録方法』から登録をお願いします。
なお、令和７年分の源泉徴収票は、令和８年 1 月上旬から再交付申請をすることができます。

【源泉徴収票の郵送を希望する場合】
・「ねんきんネット」の登録住所あてに郵送します。
・申請から発送まで 1 週間程度かかりますので、到着まで配達日数を加味してお待ちください。
【電子データの送付を希望する場合】
・マイナポータルの「お知らせ」に電子送付します。
・申請から電子送付まで 3 ～ 5 営業日かかります。

問 町民課 保険年金担当
☎ 0556-42-4804

竜王年金事務所
☎ 055-278-1104

年金だより



広報みのぶ　１月号　No.2561915

　マイナンバーカードは５年に一度更新が必要です。更新の通知が届きましたら役場での手続きが必要に
なります。お手元のマイナンバーカードの「有効期限」をご確認ください。
　身延町では町民の利便性を図るため、下記のとおり時間外窓口を実施しています。受付には必ず事前予
約が必要となります。ご希望の場合は下記連絡先へご連絡ください。

平日時間外
受付曜日：月曜日～木曜日
受付時間：午後 5 時 15 分～午後 7 時 30 分
受付場所：本庁舎・身延支所・下部支所

町民課（本庁舎）　☎ 0556-42-4804
身延支所　　　 ☎ 0556-62-1111
下部支所　　　 ☎ 0556-36-0011

連絡先

交通事故などにあったとき（第三者行為）
問 町民課 保険年金担当
☎ 0556-42-4804

国保の担当者に連絡を！

第三者行為となる場合

次の場合、国民健康保険は使えません

　国民健康保険の被保険者が交通事故や暴力行為など、第三者（加害者）の行為によってケガをした場合
でも、保険者へ届け出ることにより、国民健康保険を使って医療機関を受診することができます。
　本来であれば、被害者に過失が無い限り、加害者が医療費の全額を負担することになりますが、町が加
害者に代わって一時的に医療費を立て替えて支払い、後日、加害者へ請求します。
　加害者への請求を行うためには、被保険者からの届出が必要となるので、交通事故等にあった場合は、
必ず国民健康保険の担当者へ連絡し、届出をしてください。

・交通事故
・不当な暴力や傷害行為を受け、ケガをしたとき
・他人の飼い犬やペットなどによりケガをしたとき等

・すでに加害者から治療費を受け取っている場合
・仕事中のケガなど労働災害保険（労災）の対象になるもの
・犯罪行為や故意の事故等

国保だより

マイナンバーカードの更新手続きについて 問 町民課 保険年金担当
☎ 0556-42-4804

5 年に一度更新が必要です

「マイナンバーカードの更新」は平日時間外・休日も可能です（完全予約制）

受付曜日：毎月 第２土曜日・第２日曜日
受付時間：午前９時～午後３時
受付場所：本庁舎

受付可能時間等

休日
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自主防災組織資機材整備費補助事業

チャイルドシート購入費補助事業

感震ブレーカー設置費補助事業

　町民の防災意識の高揚と自主防災組織の強化を図るため、防災資機材の整備を行う自主防災組織に対して、資
機材購入費の補助を行っています。

　乳幼児の安全と保護者の負担を軽減するため、チャイルドシート購入の補助を行っています。

　地震による住宅からの出火及び延焼の被害を減少させることを目的として、感震ブレーカー設置に係る経費の
補助を行っています。

　区を単位とする自主防災を目的として結成される団体

　身延町に住所を有し、町内の住宅に感震ブレーカーを
設置しようとする方。

　感震ブレーカーの購入および設置に要した経費の２分の１以内　( 上限 25,000 円 )

　購入前に申請が必要となりますのでご注意ください。

　・乳幼児１人につき、１回の助成です。
　・国土交通省の定める安全基準に適合する物で新品未使用のみ補助します。
　　※安全基準に適合している物には、E マークが添付されています。

　チャイルドシート購入費の２分の１
　※上限 10,000 円、100 円未満は切り捨て　例）購入費 19,980 円 → 補助 9,900 円

　身延町に住所がある、乳幼児（未就学児）の保護者。 ・ベビーシート
・チャイルドシート
・ジュニアシート
　（令和２年４月１日以降に購入したもの）

３種類のいずれか

『分電盤タイプ』
分電盤に感震機能を外付け
するタイプと内蔵タイプが
ある。
電気工事が必要。

『簡易タイプ』
ばねの作動や重りの落下により、
ブレーカーを落として電気を遮断。
電気工事が不要。

　分電盤タイプもしくは簡易タイプの物。
　※下記画像を参照

　※ 1 組織につき 1 回限りの助成です。

補助対象組織
　防災資機材
　　※消火器、バール、投光器、
　　　発電機、給水タンクなど

補助対象品

補助対象者

補助対象品

補助額

補助額

注意事項

注意事項

助成額

助成対象者 助成対象品

注意事項

感震ブレーカーとは、地震発生時に住宅内の
電気を遮断する器具のことをいい、通電火災
を防ぎます。『分電盤タイプ』と『簡易タイプ』
の２つがあります！

　資機材購入に要した経費の２分の１以内　( 上限 200,000 円 )

参考

広報みのぶ　１月号　No.256

vol.41
■ 問い合わせ先
　交通防災課 交通防災担当
　☎ 0556-42-4809
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■ 問い合わせ先
　上下水道課 下水道担当
　☎ 0556-42-4811

下水道区域内の皆さまへ下水道区域内の皆さまへ

下水道への接続をお願いします

身延町の下水道区域
中富処理区 西嶋、静川、原の一部

帯金・塩之沢処理区 帯金、塩之沢

角打・丸滝処理区 角打・丸滝の一部

身延処理区
身延（門内）、梅平、大野、
波木井、小田船原の一部

下部処理区 下部、上之平、常葉の一部

　身延町では、「中富」「帯金・塩之沢」
「角打・丸滝」「身延」「下部」の５つ
の区域において下水道事業を行って
おり、区域内の皆さま方全員に下水
道を利用していただくことをお願い
しています。下水道法ならびに町条
例では、下水道の供用開始から３年
以内の接続が義務付けられています。
　下水道へ接続されていない方は、
早期の接続をお願いします。

中富処理区

下部処理区

身延処理区

帯金・塩之沢処理区

角打・丸滝処理区

下水道へ接続することで、身延
町の豊かな自然環境が守られ、
生活環境が向上するワン！

①
町
指
定
の
業
者
に
排
水
設
備
工
事
の
依
頼
を
し
、

工
事
の
打
合
せ
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
依
頼
を
受
け
た
指
定
業
者
は
、
打
合
せ
内
容
に

基
づ
き
「
排
水
設
備
等
計
画
確
認
申
請
書
」
を

作
成
し
、
町
に
提
出
し
ま
す
。

③
町
は
書
類
審
査
を
し
、「
排
水
設
備
等
計
画
確
認

通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
通
知
が
届

い
て
か
ら
工
事
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

④
排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
た
ら
、「
排
水
設
備
工

事
完
了
届
」
を
町
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
町
職
員
に
よ
る
現
地
の
検
査
を
行
い
、
良
好
で

あ
れ
ば
下
水
道
へ
の
接
続
は
完
了
で
す
。

※
町
指
定
の
業
者
（
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

店
）
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
で
き
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
す
る
ま
で

（
排
水
設
備
工
事
の
流
れ
）

※詳細区域はお問い合わせください。
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　第２回ワークショップでは、「自然・環境・
文化・伝統」、「地域活動・コミュニティ・
行政運営」、「産業・農業・観光」、「福祉」、「生
活の利便性・暮らしやすさ」、「教育・子育て」
の６分科会に分かれての実施となり、役場
の管理職も一町民の立場で参加しました。

　第２回ワークショップでは、「自然・環境・

広報みのぶ　１月号　No.256

第２回＆第３回
身延町総合計画策定のための
町民ワークショップを開催

　町では令和９年度からの 10 年間を計画期間とする「第三次身延町総合計画」の策定を進めており、計
画に町民の皆さまの想いを反映させるため、身延町総合計画審議会委員 20 名に加え、町内で活躍してい
る若手や女性を中心に 7 名の町民の皆さまに参加していただき、町民ワークショップを開催しています。

■ 問い合わせ先
　企画政策課 企画政策担当
　☎ 0556-42-4801

27
10 第２回ワークショップ 第３回ワークショップ

　町民アンケートの集計結果を基に、分科
会ごとに仮想の町民を具体化し、その町民
の困りごとを整理することで、思い描く未
来の実現に向けたキーワードを発見してい
きました。

　第３回ワークショップでは、第 2 回で
発見したキーワードを実現するための目標
を検討、引き続き参加した役場の管理職と
共に、目標達成に向けた施策の形成につい
て議論を深めました。

　第３回ワークショップでは、第 2 回で

　次回のワークショップが最終回となりま
すが、ワークショップから見えてきた想い
を計画策定に活かすことにより、町民の皆
さまに自分事として感じていただける計画
を目指します。
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１月の休館日 １日、７日、14 日、21 日、27 日、28 日 湯之奥金山博物館
☎ 0556-36-0015【開館時間】午前 9 時～午後５時（受付は午後４時 30 分まで）

１～２月　イベント情報

博物館で働きたい方　募集中☆

お正月は１月２日（金）から開館！

本年もどうぞよろしくお願いします

▶第６回 館長講座　～ 穴山武田と信玄・勝頼・家康 ～
＜日　時＞　１月 17日（土）　13時 30分 ～ 14時 30分
＜場　所＞　博物館１階　多目的ホール
※聴講無料。事前申込不要。当日、時間までに当館へお越しください。

▶第 14回　金山遺跡・砂金研究フォーラム
　「博物館応援団Au会」のみなさんが企画・開催。金山や砂金についてのフィールドワークの成果をテー
マとした研究発表会です。気軽にご聴講ください。
＜日　時＞　２月７日（土）　13時～
＜場　所＞　博物館２階　映像シアター
＜定　員＞　50人　※要事前申込。博物館へお電話ください。定員になり次第締切。
＜参加費＞　500円（博物館観覧含む）

金山博物館で働いてみたい、働きたい方を募集しています。年齢・経験不問です。
〇勤務地は　湯之奥金山博物館
〇業務内容は　接客・販売・運営補助
受付、砂金採り体験指導、売店販売、館内外清掃、環境美化など

身延町教育委員会　会計年度任用職員
＜日数等＞　①週４日（保険加入あり）9:00 ～ 17:00
　　　　　　②週３日　　　　　　　　9:00 ～ 16:30
＜時　給＞　1,155 円～
　　　　　　（昇給・交通費支給・年次休暇有　※規定による）
そのほか詳細はお気軽にお問い合わせください。☎0556-36-0015
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図書館だよりLIBRARY
Information

☎ 0556-62-2141 № 256

【１月の休館日】
●身延図書館　13 日（火）・19 日・26 日（月）
　　　　　　　30 日（金）月末整理日
　　　　　　　１日～５日（年末年始休館）
●中富図書室　毎週水曜日
 　　　１日～３日（年末年始休館）
●下部図書室　毎週土・日曜日
 　　　１日～４日（年末年始休館）

イベント１月の図書館イベント！

■わくわくおはなし会
　　日時　１月 18 日（日）10:30 ～ 11:30
　　会場　身延町総合文化会館　会議室
　　内容　「お正月あそびを楽しもう！」
　　対象　３歳～小学校３年生くらいまで
　　定員　15 組程度（要申込・参加無料）
■ちいさなちいさなおはなし会
　①日時　１月 20 日（火）11:00 ～ 11:30
　　内容　絵本の読み聞かせ＆ミニ工作
　②日時　１月 27 日（火）11:00 ～ 11:30
　　内容　中先生のうたのお話し会
　　いずれも　対象　乳幼児と保護者
　　　　　　　定員　10 名程度（要申込・参加無料）
　　　　　　　会場　身延町総合文化会館　ホワイエ

■図書館ホームページ リニューアル！
　システム更新に伴い、ホームページをリニューアルしました。
レイアウト変更により図書館の情報やサービス内容が見やすく
なっています。今後もイベントや展示、図書だより等さまざま
な情報を配信していきます。
　また当館Ｘ（旧 Twitter）でも日々の図書
館の様子を図書館員がつぶやいています。リ
アルタイムな情報も満載ですので、併せてこ
ちらもご覧ください。

■下部図書室より 今月のおすすめ図書をご紹介
「大人の課題図書」読破！
　年齢を重ねた今、改めて読みたい本・
大人になった今、読むと心に響く本・
人生で一度は、読んでおきたい本…。
下部図書室がおすすめする「大人の課
題図書」を揃えました。新年を迎え気
分も新たに一冊の本を手に取ってくだ
さい。≪人生を変えた一冊≫に出会え
るかも…。

『夢をかなえるゾウ』
水野　敬也（飛鳥新社）
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　子育て支援課では、令和８年度学童保育事業の利用申込を受け付けるにあたり、以下の日程で説明会を
開催します。学童保育の事業内容のほか、事業運営にあたって保護者の皆さまにお願いしたいことや利用
申込方法についてもご説明いたします。
　今年度は、現在学童保育を利用していない方を対象に開催します。令和８年４月から新たに学童保育
の利用を希望される方は、説明会にご出席ください。

学童保育事前説明会

■ 問い合わせ先
　子育て支援課 子育て支援担当
　☎ 0556-20-4580

◆令和８年度　学童保育 利用申込期間
　申込期間：令和８年２月２日（月）～２月 18 日（水）
　受付場所：子育て支援課　または　各学童保育室

◆継続利用希望の方
　２月２日（月）から役場子育て支援課または町内６か所の学童保育室にて利用申込書を配布します。下
記期間内に申し込みをしてください。申し込みがない場合は４月より利用することができなくなりますの
で忘れずに利用申込をお願いします。なお、今年度と運営上の変更点はありません。

開催日 時　間 会　場 対象学童保育室

１月 23 日（金） 午後７時 30 分から 身延地区公民館
下山分館 大会議室

令和８年度 新１年生の保護者
現在学童保育を利用していない
児童の保護者

アカウント名　＠ minobulibrary

■数量限定！図書館員厳選 本の福袋
新年の風物詩のひとつ「福袋」
毎年好評の「図書館福袋」今年は少しリニューアルして
登場します。一般向けと子ども向けをご用意しました。

■図書館 DVD 上映会
　　日時　１月 31 日（土）14:00 ～ 15:40
　　内容　「九十歳。何がめでたい」
　　定員　25 名（要申込・参加無料）

工作「のりのりポニー」



INFORMATION

広報みのぶ　１月号　No.256 2622

INFORMATION

峡
南
衛
生
組
合
で
は
、
会
計
年

度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
詳

し
く
は
峡
南
衛
生
組
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
職
務
内
容

事
務
員

■
採
用
予
定
日

令
和
８
年
４
月
１
日

■
採
用
予
定
人
数

２
名

■
勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
選
考
方
法

面
接
試
験

■
募
集
期
間

令
和
８
年
１
月
13
日
〜

令
和
８
年
１
月
24
日

■
提
出
書
類

峡
南
衛
生
組
合
会
計
年
度
任
用
職

員
申
込
書
を
提
出

提
出
の
際
は
封
筒
に
入
れ
、
表
書

き
に
赤
字
で
「
会
計
年
度
任
用
職

員
応
募
申
込
書
在
中
」
と
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。

■
書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

峡
南
衛
生
組
合
総
務
課

南
巨
摩
郡
身
延
町
下
田
原

２
５
４
８
番
地

☎
０
５
５
６
‐
４
２
‐
２
２
０
７

放
送
大
学
は
、
2
0
2
6
年
４

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代

８
万
２
千
人
以
上
の
学
生
が
、
大

学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学

ん
で
い
ま
す
。

授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が

あ
り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
視
聴
す
る
、
ま
た
講
師
か

ら
直
接
受
け
る
授
業
が
あ
り
ま

す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
3
0
0
以
上
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。
１
単
位
の
授
業
料

は
６
千
円
（
入
学
料
別
）。
半
年

ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の
授
業

料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る

学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
面

接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
の
開

校
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
出
願
期
間

第
１
回

２
月
27
日
ま
で

第
２
回

３
月
16
日
ま
で

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
‐
２
５
１
‐
２
２
３
８

身
延
町
で
は
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置
促
進
す
る
た
め
、
購
入
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
を
も
っ
て
補
助
は
終
了

と
な
る
予
定
で
す
。
設
置
を
お
考

え
の
方
は
お
早
め
に
申
請
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

必
要
書
類
等
の
詳
し
い
内
容
は

観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
補
助
金
額

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
の
額
（
上
限
１
万
円
）

■
申
請
受
付
期
限

現
在
〜
令
和
８
年
２
月
末
ま
で

■
補
助
対
象
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス

・
宅
配
荷
物
等
の
受
取
を
目
的
と

し
た
仕
様
の
製
品
で
あ
る
こ
と

・
鍵
、
ダ
イ
ヤ
ル
等
に
よ
り
防
犯

機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と

・
令
和
７
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
さ
れ
た
も
の

■
問
い
合
わ
せ
先

身
延
町
役
場

観
光
課
観
光
商
工
担
当

☎
０
５
５
６
‐
６
２
‐
１
１
１
６

■
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
事
業
と
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
在
宅
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
へ
電
話

を
か
け
る
、
高
齢
者
等
の
生
活
支

援
事
業
で
す
。

土
・
日
・
年
末
年
始
を
除
く
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
で
定
期
的

な
電
話
連
絡
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
及
び
健

康
状
態
等
の
日
常
生
活
を
把
握
し

ま
す
。

申
請
に
は
民
生
委
員
の
署
名
が

必
要
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
福

祉
保
健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者

身
延
町
に
住
所
を
有
し
、
概
ね
75

歳
以
上
の
単
身
世
帯
の
方

■
問
い
合
わ
せ
先

身
延
町
役
場

福
祉
保
健
課
福
祉
担
当

☎
０
５
５
６
‐
２
０
‐
４
６
１
１

消
費
者
、
生
産
者
、
事
業
者
等

で
、
食
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に

関
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
る
た

め
に
行
う
、
食
の
安
心
・
安
全
を

語
る
会
。
今
回
は
「
健
康
食
品
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
実
施
し

ま
す
。

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
内
容

主
催

山
梨
県
・
甲
府
市

令
和
７
年
度
食
の
安
全
・
安
心
を

語
る
会
【
事
前
申
し
込
み
制
】

■
開
催
日
時

令
和
８
年
２
月
18
日
㈬

午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

■
開
催
場
所

山
梨
県
立
文
学
館

講
堂

山
梨
県
甲
府
市
貢
川
１
丁
目

５
‐
３
５

■
お
申
し
込
み
方
法

W
e
b
ま
た
は
F
A
X

（
山
梨
県
総
合
県
民
支
援
局
県

民
生
活
支
援
課
）

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
６
４
０

■
締
切

令
和
８
年
２
月
17
日
㈫

■
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県

総
合
県
民
支
援
局

県
民
生
活
支
援
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
５
８
８

○
Ｗ
ｅ
ｂ
申
し
込
み

方
法
、
詳
細
は
こ
ち
ら

お
知
ら
せ

募

集

食
の
安
心
・
安
全
を

語
る
会

放
送
大
学入
学
生
募
集

再
配
達
削
減
推
進
事
業
費

補
助
金

締
め
切
り
間
近

峡
南
衛
生
組
合

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
事
業



INFORMATION

広報みのぶ　１月号　No.2562723

令和７年11月１日～ 30日までの受付（敬称略・順不同） ※本人・ご家族の申し出があったものを掲載しています。

〜
有
料
広
告
〜

※字体は新字を使用する場合があります。

訂正とお詫び
広報みのぶ 12月（No.255）号において、お悔やみ
の届出人の氏名に誤りがございました。訂正しお詫
び申し上げます。
【誤】熊谷　俊廣　　【正】熊谷　敏廣

婚 姻 末永くお幸せに

 夫 妻 （地　区）
滝川　智也 小池　未来 （西　嶋）
坂本　涼馬 佐野　網香 （身　延）

出 生 すくすくよい子に

 あかちゃん 保護者 （地　区）
小林　真

まな と
翔（男の子） 怜　史 （三　澤）

笠井　碧
あお と
叶（男の子） 荘　太 （三　澤）

近藤　翠
す い
生（女の子） 浩　一 （波木井）

山本　　蘭
らん
（男の子） 勢　己 （身　延）

お 悔 や み ご冥福をお祈りしますありがとうございます寄 附
 氏　名 （年  齢） 届出人 （地　区）
幡野　京子 73歳 幡野　弘樹 （夜子沢）
芦川　厚子 94歳 芦川　朝美 （身　延）
村松　せつ 102 歳 村松　潮隆 （身　延）
望月　　修 94歳 望月　哲也 （大　城）
田中　文雄 78 歳 田中　裕康 （身　延）
堀内　　亘 85歳 堀内　玲子 （角　打）
上田　　幸 93歳 上田　和成 （三　澤）
望月　恒造 95歳 望月　恒行 （西　嶋）
渡邉　盛市 83歳 渡邉　広希 （下　山）
遠藤　文子 93 歳 遠藤　克巳 （下　山）
髙野　文雄 104 歳 髙野　明夫 （宮　木）
若松　政弘 74 歳 伊藤まさ江 （手打沢）

金 10,000 円 匿名 （三　澤）
金 100,000 円 故・市川　雅美 （角　打）
金 100,000 円 村松　潮隆 （身　延）
金 10,000 円 ギフトショップかさい （西　嶋）

―　社会福祉協議会へ　―

―　身 延 町 へ ―

※紙面の都合により町外寄附者は町HPにおいて公表しています。

金 10,000 円 株式会社スギヤマ （飯　富）
金 10,000 円 みろく整体院 （飯　富）
金 100,000 円 故・市川　雅美 （角　打）
金 200,000 円 村松　潮隆 （身　延）

〈 入 札 結 果 を 公 表 し ま す 〉 　　－　入札日　令和７年11月 27日　－
件 名 場　所 請 負 業 者 落札金額（円）

（消費税抜）
落札率
（％）

林道折八古関線災害復旧工事 折　門 松井組工友㈱ 10,600,000 97.9

町道飯富市街波高島線側溝整備工事 飯　富 ㈱富士建設所 3,650,000 97.1

町道昭和道路線ガードレール修景工事 身　延 ㈱日吉組 11,210,000 88.9

町道愛宕線道路法面工事 下　山 近原土木㈱ 7,000,000 97.9

町道大庭西線道路改良工事 下　山 近原土木㈱ 5,600,000 98.4

次の講座は高校卒業以上の方が対象です。　※講座は全て有料。
ＰＣ・タブレット等を使った通信教育で、誰でも受講できます。

スクーリングは７日間のみです。「介護福祉士実務者研修」

「手話入門講座」「日蓮学入門講座」「仏教学入門講座」
「地域福祉コーディネーター」「介護入門講座」
「法華経入門講座」「仏教実践入門講座」
「仏像芸術（仏像彫刻・仏画）入門講座」

身延山大学介護福祉士実務者学校　担当：松木
☎：0556-62-6080　e-mail：kaigo@min.ac.jp問

社 会 人 向 け 講 座 開 催
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